
Ⅰ．緒　言

　茨城県におけるニラの産出額は 31 億円で，全国第

3 位（2010 年度）である。主要な産地は小美玉市を

はじめとする県央地域で，この地域で県内の 80％以

上を生産している。

　ネギアザミウマ（Thrips tabaci Lindeman）はニラ

の重要害虫であり，発生すると葉に筋状の食害痕を残

して品質を低下させる。また，ネギアザミウマはネギ，

ニラ，トルコギキョウなどにアイリス・イエロー・ス

ポット・ウイルス (IYSV) を媒介することが知られて

おり，本県でも 2009 年に IYSV によるニラえそ条斑

病が確認されたことから，ニラ栽培におけるネギアザ

ミウマの防除は重要性が高まっている。

　ところが，近年ネギアザミウマに対する薬剤の防除

効果の低下が認められ，防除対策に苦慮する場面が多

くなっている。ニラは約２年間の作付け期間中に７回

～８回収穫するが登録農薬が少なく，収穫終了毎に農

薬成分のカウントがリセットされるため，同一成分ま

たは同系統成分の殺虫剤を多用することになり，これ

が薬剤感受性の低下を招いている可能性がある。

　近年，これまで日本では存在が稀であるとされてい

たネギアザミウマの産雄型単為生殖個体群（以下、産

雄型）が国内で確認され（Toda and Murai，2007；竹内・

土田，2011），2012 年には本県でも確認されている（横

山ら，2013）。産雄型は，一部で合成ピレスロイド系

剤に対する抵抗性の発達が確認されていることから，

産雄型が優占した場合，ネギアザミウマの防除がより

困難となることが予想される。

　しかし，本県ではこれまでネギアザミウマの薬剤感

受性については調査されておらず，現地における防除

指導に不自由をきたすようになっている。
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これらのことから，県内ニラ産地におけるネギアザミ

ウマの薬剤感受性を明らかにするとともに，物理的防

除法等を取り入れ，使用農薬成分数を削減した防除体

系を確立することが求められている。

　そこで，県内に発生するネギアザミウマについて薬

剤感受性を調査するとともに，ハウスサイドへの防虫

ネット展張の防除効果を検討した。

Ⅱ．材料および方法

１．ネギアザミウマの各種殺虫剤に対する薬剤感受性

　2008 年 10 月 31 日に茨城県小美玉市内の施設栽培

ニラ圃場よりネギアザミウマ雌成虫を採集し，ニンニ

ク鱗茎で約７カ月継代飼育した個体を供試した。また，

2009 年 11 月４日に所内（笠間市）の半促成栽培アス

パラガス成茎より雌成虫を採集し，採集当日に供試し

た。さらに，2009 年 12 月 14 日に鉾田市内の半促成

栽培アスパラガス成茎より雌成虫を採集し，ソラマメ

催芽種子で約１週間飼育した後に供試した。

　供試薬剤は，ニラに登録があるかアザミウマ類に対

して効果が期待される薬剤の中から 17 剤（表２）を

選び，対照区には展着剤を加用した水道水（0.05% 濃

度になるようにトリトン X-100 の 50% エタノール溶

液を添加）を用いた。

　直径２cm のインゲン葉片を，所定濃度に希釈し

た薬液（展着剤として 0.05% 濃度になるようにトリ

トン X-100 の 50% エタノール溶液を添加）に 10 秒

間浸漬した後に風乾した。スチロール製容器（内径

2.5cm ×高さ 5cm）にろ紙片，浸漬処理したインゲン

葉片，供試虫を入れた後，開口部を薄膜フィルムで密

封して 25℃，16L-8D 条件下に置いた。処理２日後に，

生存個体数および死亡個体数（苦悶虫含む）を調査し

て補正死虫率を求めた。

　試験は１区約 10 頭の４反復とした。

２．ネギアザミウマに対する各種殺虫剤の防除効果

　所内の近紫外線除去フィルムを被覆した間口 5.4m

奥行き 20m のパイプハウス２棟に，畝幅 235cm，畝

間 45cm ×株間 30cm の４ 条植え（全面黒マルチ）で，

ニラ品種 ‘ スーパーグリーンベルト ’ を栽培中の２

年目の圃場を用いた。

　供試薬剤は，ニラに登録のある８剤およびニラに

登録はないがアザミウマ類に対して効果が期待される

１剤の計９剤を用いた（表３）。試験は，１区 8.46 ㎡

（2.35m × 3.6m），48 株の２連制とした。

　2009 年 10 月 13 日に，背負い式動力噴霧器を用い

て所定濃度に希釈した供試薬剤を 10a 当たり 177L 相

当散布した。調査は，散布前，散布３日後，５日後，

８日後，10 日後および 14 日後に行い，各区中央付近

の 20 株について見取り法 *1 により被害程度を及び

アザミウマ類成虫・幼虫個体数を調査した。また，各

区 10 株について，払落し法 *2 によりアザミウマ類

成虫・幼虫個体数を調査した。

　

　＊１　見取り法：各株とも任意の２葉の両面を観察

　　　　　　　　　し，被害程度及び寄生成虫・幼虫

　　　　　　　　　個体数を調査

　＊２　払落し法：各株とも 5 回ずつ払い，白色板

　　　　　　　　　上（21cm × 30cm）に落下するア

　　　　　　　　　ザミウマ類成虫・幼虫個体数を調査
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３．ネギアザミウマに対するハウスサイドへの防虫ネッ

　　ト展張の防除効果（①所内試験）

　2010 年に，外張りに近紫外線除去フィルム（M 社製）

を被覆した間口 5.4 ｍ，奥行き 20 ｍのパイプハウス

２棟を供試した。一方を防虫ネット展張区とし，パイ

プハウスのサイドに目合い 0.8mm の防虫ネット（N

社製）を展張し，ハウス出入り口内側にも同じ防虫ネ

ットを被覆した。他方は，防虫ネット無展張区とし，

防虫ネットを展張しなかった。何れのハウスも全面に

黒マルチを被覆し，ニラ品種 ‘ スーパーグリーンベ

ルト ’ 用いた。

　防虫ネット展張区，防虫ネット無展張区とも，殺

虫剤散布試験のためハウス内を６区画に区切り，１区

14.1 ㎡（2.35m ×６m）の３連制とした。

　殺虫剤散布試験は，３回に分けて実施した（表１）。

　なお，一般的に防虫ネットの目合いが細かいほどア

ザミウマ類に対する侵入抑制効果が高いと考えられる

が，所内試験の結果（未発表）から，ハウス内の温度

上昇等も考慮して目合い 0.8mm の防虫ネットを選定

した。

　各試験の収穫時期である 6 月 24 日，8 月 2 日およ

び 10 月 19 日に，アザミウマ類による被害葉数（25

株または 30 株（10 株／区× 3 連制），3 葉／株）お

よび草丈（20 株または 30 株（10 株／区× 3 連制））

を調査した。試験２では 8 月 2 日に，試験３では 10

月 19 日に，葉緑素計（M 社製 SPAD）を用いて葉色

（SPAD 値）を計測した（20 株または 30 株（10 株／

区× 3 連制），1 葉／株）。また，試験３の 10 月 19 日

には，ネギコガによる被害葉数（30 株（10 株／区×

3 連制），3 葉／株）を調査した。試験２，３では，ハ

ウス内の地上から 50cm の位置に温湿度記録計を設置

し，30 分間隔で温湿度を記録した。

４．ネギアザミウマに対するハウスサイドへの防虫ネッ

　　ト展張の防除効果（②現地試験）

　試験は，2010 年に小美玉市内の現地パイプハウス

で実施した。

　外張りに近紫外線除去フィルム（A 社製）を被覆

した間口 5.4m，奥行き 45m のパイプハウスのサイド

に，目合い 0.8mm の防虫ネット（N 社製）を展張した。

対照区として，防虫ネットを展張しないハウスを設け

た。ハウス内全面に黒マルチを被覆してあり，品種は

‘ グリーンロード ’ で定植２年目の収穫期であった。

何れの区も，7 月 14 日にクロチアニジン水溶剤 2,000 

倍液，シペルメトリン乳剤 2,000 倍液を散布した。

　黄色粘着トラップ（IT シート，10cm × 20cm）を

図１ のようにハウス内外に設置し，約 1 週間間隔で

交換して誘殺されたアザミウマ類成虫個体数を調査し

た。また，調査日毎に被害葉数（25 株／区，３葉／

株）および草丈（20 株／区）を調査した。７月 28 日に，

収穫時調査としてニラ株を１区当たり 20 株，払落し

法によりアザミウマ類の成虫・幼虫個体数を調査する

とともに，葉緑素計（M 社製 SPAD）を用いて葉色

（SPAD 値，20 株／区，1 葉／株）を計測した。また，

ハウスの地上からの高さ約 50cm の位置に温湿度記録

計を設置し，30 分間隔で温湿度を記録した。

Ⅲ．結　果

１．ネギアザミウマの各種殺虫剤に対する薬剤感受性

　採集した３地点全てにおいて補正死虫率が高かっ

たのは，スピノサド水和剤の 90％以上，クロチアニ

ジン水溶剤およびベンフラカルブマイクロカプセル剤

の 78％以上と，３薬剤のみで，２地点のみ試験した

イミダクロプリド水和剤も２地点とも 89％以上と効

果が高かった（表２）。アセタミプリド水溶剤，チア

メトキサム水溶剤，エマメクチン安息香酸塩乳剤及び

シペルメトリン乳剤は，何れかの２地点で補正死虫率

69％以上と効果があったが，他の１地点では低かっ

た。その他の薬剤は，笠間市（園研）個体群以外では

補正死虫率が低く，トルフェンピラド乳剤，クロルフ

ェナピル水和剤，ペルメトリン乳剤およびピリダリル
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水和剤では，２地点以上で 50％以下と効果が低かった。

２．ネギアザミウマに対する各種殺虫剤の防除効果

　試験圃場では，ネギアザミウマが優占種であった（デ

ータ省略）。

　無処理区における被害度及び払落し法により確認さ

れたアザミウマ類成虫・幼虫個体数は，散布後日数

が経過するに従って増加した（表３，４）が，見取り

法により確認されたアザミウマ類成虫・幼虫個体数は

80 葉当たり最大３ 頭（データ省略）と少なかった。 

　このような少発生条件下で，シペルメトリン乳剤，

ベンフラカルブマイクロカプセル剤，クロチアニジン

水溶剤，チアメトキサム水溶剤，スピノサド水和剤

及びトルフェンピラド乳剤は，散布 14 日後の被害度

が対無処理比 60 以下，払い落し法による個体数は対

無処理比 30 以下であり，防除効果が認められた（表

３，４）。

40



３．ネギアザミウマに対するハウスサイドへの防虫ネッ

　ト展張の防除効果（①所内試験）

　試験圃場では，ネギアザミウマが優占種であった（デ

ータ省略）。

【試験１】（６月収穫）

　防虫ネット展張区（殺虫剤散布 1 回）のアザミウマ

類による被害葉率は 26.7% で，防虫ネット無展張Ⅱ

区（殺虫剤無散布）の 97.8% より低く，防虫ネット

無展張Ⅰ区（殺虫剤散布 2 回）の 34.4% よりやや低

かった。草丈は，防虫ネット展張区で他の区よりやや

高くなった（表５）。

【試験２】（８月収穫）

　防虫ネット展張区（殺虫剤散布 1 回）のアザミウマ

類による被害葉率は 0% で，防虫ネット無展張区（殺

虫剤散布 1 回）の 30.5% より低く抑えられた。草丈

および葉色については，試験区間で差は見られなかっ

た（表６）。

　試験期間中のハウス内温度（高さ約 50cm）は，防

虫ネット展張区が最高 42.3℃，最低 23.4℃，平均

29.9℃で，防虫ネット無展張区の 42.5℃，23.6℃，

29.9℃とほぼ同等であった。同様に，ハウス内湿度（高

さ約 50cm）は，防虫ネット展張区が最高 99%，最

低 43%，平均 81.6% で，防虫ネット無展張区の 99%，
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43%，82.8% とほぼ同等であった（図２，３）。

【試験３】（10 月収穫）

　防虫ネット無展張Ⅰ区（殺虫剤散布 2 回）および

防虫ネット無展張Ⅱ区（同 2 回）のアザミウマ類被害

葉率はそれぞれ 44.4%，45.6%，ネギコガ被害葉率は

37.8%，32.3% であった。これに対し，防虫ネット展

張Ⅰ区（同 1 回）および防虫ネット展張Ⅱ区（同 2 回）

のアザミウマ類被害葉率はそれぞれ 18.9%，41.1%，

ネギコガ被害葉率は 21.1%，25.6% と低く抑えられた。

草丈および葉色については，試験区間に差はみられな

かった（表７）。

　試験期間中のハウス内温度（高さ約 50cm）は，防

虫ネット無展張区で最高 36.9℃、最低 12.1℃、平均

20.7℃であり、防虫ネット展張区でもそれぞれ 37.1℃，

11.8℃，20.7℃とほぼ同等であった。同様に，ハウス

内湿度（高さ約 50cm）は防虫ネット無展張区で最高

99%，最低 27%，平均 87.1%，防虫ネット展張区で

それぞれ 99%，25%，86.3% とほぼ同等であった（デ

ータ省略）。

４．ネギアザミウマに対するハウスサイドへの防虫ネッ

　ト展張の防除効果（②現地試験）

　試験圃場では，ネギアザミウマが優占種であった。

何れの区でも，その他の病害虫の発生はほとんど確認

されなかった（データ省略）。

　防虫ネット展張区では，防虫ネット無展張区に比べ

てアザミウマ類のハウス内への飛び込みが抑制され，
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１回の農薬散布でアザミウマ類のハウス内密度および

被害葉率が低く抑えられた（図４，表８）。
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　また，ハウスサイドに 0.8mm 目合いの防虫ネット

を展張しても無展張区と比べてハウス内の温度上昇は

小さく（データ省略），草丈，葉色とも同等であった

ことからニラの生育には影響がなかったと考えられた。

Ⅳ．考　察

　県内３地点から採集したネギアザミウマは，個体群

により薬剤感受性が大きく異なった。雌成虫を用いた

薬剤感受性の室内試験では，３地点全てで補正死虫率

が 90％以上と効果が高かったのはスピノサド水和剤

のみであった。２地点以上で補正死虫率が 70％以上

と効果があった薬剤は，クロチアニジン水溶剤，アセ

タミプリド水溶剤，チアメトキサム水溶剤，イミダク

ロプリド水和剤のほか，ベンフラカルブマイクロカプ

セル剤，エマメクチン安息香酸塩乳剤であった。また，

小美玉市および鉾田市の個体群では，クロルフェナピ

ル水和剤，シペルメトリン乳剤，ピリダリル水和剤な

ど多くの薬剤に対して感受性が低下していた。総じて，

供試個体群ではスピノサド水和剤，ベンフラカルブマ

イクロカプセル剤，エマメクチン安息香酸塩乳剤，一

部のネオニコチノイド系剤で防除効果が高く，ペルメ

トリン乳剤，クロルフェナピル水和剤，有機リン系

剤などで低かったが，その傾向には個体群間差があっ

た。これは，他県の報告（竹内ら，2007；多々良ら，

2010）とも同様の傾向であった。

　ネギアザミウマの薬剤防除では，スピノサド水和剤，

ベンフラカルブマイクロカプセル剤，クロチアニジン

水溶剤など防除効果の高い薬剤を核とした体系が望ま

しいが，さらにより多くの個体群について薬剤感受性

を調査する必要があると考えられた。また，合成ピレ

スロイド系剤抵抗性遺伝子を持つ産雄型単為生殖個体

群が県内でも確認されている（横山ら，2013）こと

から，今後，その分布についてもさらに詳しい調査が

必要である。なお，所内（笠間市）個体群で多くの薬

剤において死虫率が高かったのは，当該圃場では試験

用散布以外に殺虫剤に暴露される機会が少ないことが

一因であると考えられた。

　防虫ネットは目合いが細かいほど微小害虫に対する

侵入抑制効果が高い（松浦ら，2005）が，通気性の

低下によるハウス内温度の上昇が問題となる。アザミ

ウマ類では，目合い 0.8mm で侵入抑制効果があると

報告されている（岡崎，2004）。そこで，所内におい

て目合い 0.8mm の防虫ネットと殺虫剤散布を組み合

わせて防除効果を検討したところ，6 月および 10 月

の調査では，防虫ネット展張区で薬剤散布を無展張区

より減らしても同等以上の効果が得られ，8 月の調査

では，同じ防除回数でネット無展張区より高い効果が

得られた。また，現地圃場においても同様の効果を確

認した。何れも，防虫ネット展張による温度上昇は僅

かであった。

　これらのことから，施設栽培ニラにおいてハウスサ

イド等への目合い 0.8mm 防虫ネットの展張は，ネギ

アザミウマに対する防除対策として有効であり，農薬

削減効果も期待できると考えられた。

Ⅴ．摘　要

１．茨城県内のネギアザミウマに対し，スピノサド水

　和剤，クロチアニジン水溶剤，ベンフラカルブマイ

　クロカプセル剤などの防除効果が高く，トルフェン

　ピラド乳剤，クロルフェナピル水和剤，ピリダリル

　水和剤，ペルメトリン乳剤などで低かったが，薬剤

　感受性には個体群間差があった。

２．また，施設栽培ニラにおいて，ハウスサイド等へ

　の目合い 0.8mm 防虫ネットの展張は，アザミウマ

　類に対する防除効果があり，ハウス内温度の上昇は

　僅かであった。

３．目合い 0.8mm の防虫ネットと有効薬剤を組み合

　わせた防除体系は，ニラの安定栽培に貢献できると

　考えられた。
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